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厚真中学校（渋川賢一校長）の生徒会役員と生徒会の呼
びかけに賛同した有志生徒計15人が、こぶしの湯前広場で
交通安全街頭啓発を行いました。
生徒たちは、停まってくれたドライバーに交通安全をお

願いして、イラストや啓発メッセージ入りのポケットティッ
シュを手渡しました。生徒会長の猪師望夢くん（３年）は「ド
ライバーに『これから気を付けます』と言ってもらえました」
と感想を話していました。

８月１日から３泊４日で、ワタミ株式会社と町の共催に
よる第19回北海道わたみ自然学校in北海道厚真町が開催さ
れました。自然学校は、昨年に引き続き町では2回目の開催。
今年は、企業が自治体に寄付する企業版ふるさと納税を活
用し実施されました。
参加者は首都圏に住む小学校４～６年生36人で、牧場見

学や野菜の収穫体験、大沼野営場でのキャンプなど行いま
した。２日目は環境保全林で森遊びを行い、参加者は木の
間に繋がれた綱を渡るスラックラインや町民が連れてきた
羊や馬と触れ合って厚真町の夏を楽しみました。

厚真中生徒会役員らが交通安全街頭啓発

厚真を満喫　北海道わたみ自然学校

１日

１日

厚真中学校（渋川賢一校長）の吹奏楽部ミニコンサートが、
社会福祉法人北海道厚真福祉会で開催されました。
ミニコンサートは、同福祉会の法人認可記念式典に合わせ

て開かれ、星野源の「恋」やＺＡＲＤの「負けないで」を
含むＪＰＯＰメドレー、松田聖子やキャンディーズなど昭
和アイドルメドレーなどを披露しました。中学生の演奏に、
会場からは大きな拍手が送られていました。

厚真中吹奏楽部が
北海道厚真福祉会でミニコンサート１日

株式会社丸博野沢組（野澤政博代表取締役）が腰補助用マッ
スルスーツ「スタンドアローン」のデモンストレーション・
体験会を総合ケアセンターゆくりとＪＡとまこまい広域で行
いました。丸博野沢組が建設現場作業員の負担軽減のために
東京理科大学発ベンチャーの株式会社イノフェスからマッス
ルスーツ３器を購入。
マッスルスーツはリュックサックのように背負い空気圧を

利用して、荷物の上げ下げや前傾姿勢での作業時に腰への負
担を軽減する仕様となっています。建設現場だけではなく、
介護や農業の分野での活用も期待されています。

苫小牧地方食品衛生協会の山本英行会長らが役場を訪れ、
食品衛生強化月間の啓発活動を行いました。
当日は、同協会の山本会長と下司義之厚真支部長、小寺

聖子同支部監事らが来庁し、近藤副町長へ食中毒の発生予
防などを呼びかけました。
毎年8月は食品衛生強化月間となっており、各地で食中毒

予防などの啓発活動が行われています。

ＪＲ苫小牧駅の佐藤浩昭駅長が役場を訪れ、北海道旅客鉄
道（ＪＲ北海道）が企画・販売する「わがまちご当地入場券」
の進呈がありました。
この入場券は北海道と青森県の101市町村で発売され、異

なるデザインになっています。町の入場券の表面には、浜厚
真地区を走る列車の写真、裏面に浜厚真海岸のサーフィンの
イラストが印刷されています。佐藤駅長は「ＪＲの利用だけ
ではなく、地元地域に足を運んでいただければ」と話してい
ました。
町のご当地入場券は1枚170円で、町観光協会で販売してい

ます。

㈱丸博野沢組がマッスルスーツの体験会

北海道消防防災ヘリ合同訓練

食中毒に注意　食品衛生協会が呼びかけ

ＪＲ北海道わがまちご当地入場券で町をＰＲ

２日

３日

１日

３日

厚真中学校（渋川賢一校長）の２年生20人が家庭科の授業の
一環として、こども園つみき（油谷諭園長）で保育実習を行い
ました。
生徒は４班に分かれ、ボール投げ、ボウリング、紙パック

を使った工作など事前に考えたプログラムで交流しました。
田中葵さんは「運動会の玉入れが面白いので、ボール投げ

を企画しました。思ったよりも園児たちが楽しそうに遊んで
くれてよかったです」と感想を話していました。

総合福祉センターで戦没者追悼式が行われ、遺族や来賓約
40人が参列しました。黙とうや献花などを行い、戦争で尊い
命を落とされた方々への安らかなご冥福を祈りました。
町遺族会の加勢敏和会長は「戦争の悲惨さとそこに幾多の

尊い命が犠牲になったことを次の世代に語り継ぐことが私た
ち遺族の努め」と述べていました。

厚真中２年生がこども園つみきで保育実習

平和への願いを込め戦没者追悼式

28日

31日

胆振東部消防組合と北海道防災航空隊との合同訓練が厚幌
ダム建設現場と厚真中学校グラウンドで行われました。
この訓練では、山間部で負傷した傷病者救助・搬送を想定し、

防災ヘリコプターを使用して実施されました。
訓練終了後には厚真中学校グラウンドでヘリコプターの展

示が行われ、子どもから大人まで隊員の説明に耳を傾けてい
ました。


